


※1 Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略。国連加盟国が持続可能でよりよい社会を実現するために掲げ
た国際目標。

※2 主として人間の活動によって排出される二酸化炭素やメタンなどの温室効果ガスの排出量と、森林や植物が吸収する温室効果
ガスの吸収量が等しくなること。

第２次大河原町環境基本計画とは

　「環境基本計画」とは、国や地方自治体（都道府県・市区町村）において策定する環境の保全に関
する指針であり、簡単にいうと、“良好な環境を守ったり、つくったりすることで、将来どのような
まちになることを目指すのか、そして、そのためにどのようなことに取り組むのかをまとめた計
画”です。

「環境基本計画」とは

　本町では、平成21年4月1日に施行した「大河原町環境基本条例」に基づき、平成22年度に、「大
河原町環境基本計画」（計画期間：平成23年度～令和6年度）を策定し、これまで、町民や事業者と
ともに様々な取組を進めてきました。
　しかし、近年、SDGs※1 の取組の広がりはもとより、地球温暖化の一層の深刻化、これに伴う世
界的なカーボンニュートラル※2 ・脱炭素社会への移行に向けた動きをはじめ、環境をめぐる課題
や、これらに対応した世界・国などの動きは大きく変化してきています。
　町内においては、一目千本桜に代表される美しい自然環境・景観の保全を望む声がさらに強
まってきている一方で、町民の環境に関する意識やマナーが不十分であるという指摘もみられま
す。
　このような中、町行政はもとより、町民一人ひとりが、環境意識を一層高め、環境の保全と創造
に向けた具体的行動を起こすことがこれまで以上に強く求められています。
　このため、こうした動向や、町民・事業者等の意識や意見を踏まえ、これからの時代の環境のま
ちづくりを総合的に進めるため、ここに「第2次大河原町環境基本計画」（計画期間：令和7年度～
令和16年度）を策定します。

なぜ計画をつくるのか
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第２次大河原町環境基本計画とは













施策4-3　景観の保全と空き家対策の推進
　4-3-1　良好な景観の保全・形成

　4-3-2　空き家対策の推進

施策5-1　環境に関する情報提供・啓発の推進
　5-1-1　環境に関する情報提供・啓発の推進

　5-1-2　図書館の環境関連図書の充実

施策5-2　環境教育・学習の推進
　5-2-1　子どもを対象とした環境教育の推進

　5-2-2　大人を対象とした環境学習の推進

施策5-3　事業者の環境配慮の促進
　5-3-1　環境に配慮した事業活動の促進

　5-3-2　町の環境保全活動等への事業者の参画促進

政策5　みんなで環境保全に取り組むまち
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主な取組　


